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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】サイドバイサイド方式やトップアンドボトム方
式の３Ｄ画像にＯＳＤを重畳して投写する際に、ＯＳＤ
画像のアスペクト比が崩れることのない表示装置を提供
する。
【解決手段】表示装置（プロジェクター１）は、入力さ
れる画像信号の３Ｄフォーマットの種類を判別する判別
部（画像解析部４１）と、ＯＳＤデータを記憶するＯＳ
Ｄデータ記憶部（ＯＳＤメモリー４２ａ）と、ＯＳＤデ
ータ記憶部に記憶されているＯＳＤデータを列または行
に分割するＯＳＤデータ分割部（ＯＳＤ処理部４２）と
、判別部の判別結果に基づいて、ＯＳＤデータ分割部に
列または行のどちらに分割させるかを決定する決定部（
制御部２０）と、決定部で決定した分割を用いて、ＯＳ
Ｄデータ分割部にＯＳＤデータを分割させ、３Ｄフォー
マットの画像に、分割したＯＳＤデータを重畳する重畳
部（ＯＳＤ処理部４２）と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される画像信号の３Ｄフォーマットの種類を判別する判別部と、
　ＯＳＤデータを記憶するＯＳＤデータ記憶部と、
　前記ＯＳＤデータ記憶部に記憶されているＯＳＤデータを列または行に分割するＯＳＤ
データ分割部と、
　前記判別部の判別結果に基づいて、前記ＯＳＤデータ分割部に列または行のどちらに分
割させるかを決定する決定部と、
　前記決定部で決定した分割を用いて、前記ＯＳＤデータ分割部にＯＳＤデータを分割さ
せ、３Ｄフォーマットの画像に、分割したＯＳＤデータを重畳する重畳部と、
を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記判別部は、前記３Ｄフォーマットの種類として、少なくとも、サイドバイサイド方
式およびトップアンドボトム方式を判別可能であり、
　サイドバイサイド方式である場合は、前記ＯＳＤデータ分割部が分割したＯＳＤデータ
を前記重畳部が重畳した後に、３Ｄフォーマットの画像データを横方向に拡大し、トップ
アンドボトム方式である場合は、前記ＯＳＤデータ分割部が分割したＯＳＤデータを前記
重畳部が重畳した後に、３Ｄフォーマットの画像データを縦方向に拡大する画像拡大部を
さらに有することを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の表示装置であって、
　前記決定部は、前記判別部がサイドバイサイド方式であると判別した場合は、前記ＯＳ
Ｄデータ分割部にＯＳＤデータを列方向に分割させ、前記判別部がトップアンドボトム方
式であると判別した場合は、前記ＯＳＤデータ分割部にＯＳＤデータを行方向に分割させ
ることを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の表示装置であって、
　前記ＯＳＤデータ分割部は、ＯＳＤデータを、奇数列および偶数列、または、奇数行お
よび偶数行に分割することを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の表示装置であって、
　前記判別部が判別した前記３Ｄフォーマットの種類がサイドバイサイド方式である場合
、
　前記重畳部は、前記３Ｄフォーマットの画像データの奇数フレームに奇数列のＯＳＤデ
ータを重畳し、偶数フレームに偶数列のＯＳＤデータを重畳する、または、前記３Ｄフォ
ーマットの画像データの奇数フレームに偶数列のＯＳＤデータを重畳し、偶数フレームに
奇数列のＯＳＤデータを重畳することを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の表示装置であって、
　前記判別部が判別した前記３Ｄフォーマットの種類がトップアンドボトム方式である場
合、
　前記重畳部は、前記３Ｄフォーマットの画像データの奇数フレームに奇数行のＯＳＤデ
ータを重畳し、偶数フレームに偶数行のＯＳＤデータを重畳する、または、前記３Ｄフォ
ーマットの画像データの奇数フレームに偶数行のＯＳＤデータを重畳し、偶数フレームに
奇数行のＯＳＤデータを重畳することを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の表示装置であって、
　前記表示装置は、プロジェクターであることを特徴とする表示装置。
【請求項８】
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　ＯＳＤデータを記憶するＯＳＤデータ記憶部を有する表示装置の制御方法であって、
　入力される画像信号の３Ｄフォーマットの種類を判別する判別ステップと、
　前記ＯＳＤデータ記憶部に記憶されているＯＳＤデータを列または行に分割するＯＳＤ
データ分割ステップと、
　前記判別ステップの判別結果に基づいて、前記ＯＳＤデータ分割ステップに列または行
のどちらに分割させるかを決定する決定ステップと、
　前記決定ステップによって決定した分割を用いて、前記ＯＳＤデータ分割ステップにＯ
ＳＤデータを分割させ、３Ｄフォーマットの画像に、分割したＯＳＤデータを重畳する重
畳ステップと、
を備えることを特徴とする表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、および表示装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、３Ｄ映像コンテンツを受信し、映像データと字幕データとを３Ｄ表示または２Ｄ
表示するための映像処理を行う受信装置であって、受信した３Ｄ映像コンテンツの映像デ
ータを３Ｄ表示し、受信した字幕データを用いて３Ｄ表示するための第１の映像処理と、
受信した３Ｄ映像コンテンツの映像データを２Ｄ表示し、受信した字幕データを２Ｄ表示
するための第２の映像処理と、を有する受信装置が開示されている（特許文献１）。この
特許文献１には、サイドバイサイド方式やトップアンドボトム方式の３Ｄフォーマット映
像を３Ｄ表示する場合に、横または縦に画像を拡大して表示することについて記載されて
いる。
【０００３】
　ここで、３Ｄフォーマット画像（映像）が入力された際の処理について説明する。
  図８は、３Ｄフォーマット画像が入力された際の受信装置の画像処理の説明図であり、
（ａ）は、サイドバイサイド方式の説明図であり、（ｂ）は、トップアンドボトム方式の
説明図である。
【０００４】
　図８（ａ）に示すように、サイドバイサイド方式では、１フレームの入力画像情報ＳＰ
１に、左目用画像データおよび右目用画像データが横方向に１／２に圧縮されて記録され
ている。そして、受信装置では、入力画像情報ＳＰ１を左目用画像データＳＰ２Ｌおよび
右目用画像データＳＰ２Ｒに分割する。そして、受信装置は、左目用画像データＳＰ２Ｌ
および右目用画像データＳＰ２Ｒをそれぞれ横方向に２倍に拡大して、１フレームのサイ
ズの左目用出力画像情報ＳＰ３Ｌおよび右目用出力画像情報ＳＰ３Ｒを生成し、順次出力
を行う。
  また、図８（ｂ）に示すように、トップアンドボトム方式では、１フレームの入力画像
情報ＴＰ１に、左目用画像データおよび右目用画像データが縦方向に１／２に圧縮されて
記録されている。そして、受信装置では、入力画像情報ＴＰ１を左目用画像データＴＰ２
Ｌおよび右目用画像データＴＰ２Ｒに分割する。そして、受信装置は、左目用画像データ
ＴＰ２Ｌおよび右目用画像データＴＰ２Ｒをそれぞれ縦方向に２倍に拡大して、１フレー
ムのサイズの左目用出力画像情報ＴＰ３Ｌおよび右目用出力画像情報ＴＰ３Ｒを生成し、
順次出力を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－２６６４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　特許文献１においては、３Ｄ映像コンテンツにＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）
画像を表示する場合に、最前面に表示するとの記載はあるが、重畳する手段については記
載されていない。例えば、サイドバイサイド方式やトップアンドボトム方式の場合には、
左目用画像データおよび右目用画像データを横方向または縦方向に拡大する前にＯＳＤ画
像データを描画すると、拡大時にＯＳＤ画像が横方向に伸びたり、縦方向に伸びたりして
、ＯＳＤ画像のアスペクト比が崩れてしまうという問題がある。また、通常のＯＳＤ画像
データに加えて、横方向または縦方向に拡大することを前提に、横方向１／２や縦方向１
／２の形状のＯＳＤ画像データを備えて使用することも考えられるが、記憶しておくＯＳ
Ｄ画像のデータ容量が大きくなってしまうという問題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００８】
　［適用例１］本適用例に係る表示装置は、入力される画像信号の３Ｄフォーマットの種
類を判別する判別部と、ＯＳＤデータを記憶するＯＳＤデータ記憶部と、前記ＯＳＤデー
タ記憶部に記憶されているＯＳＤデータを列または行に分割するＯＳＤデータ分割部と、
前記判別部の判別結果に基づいて、前記ＯＳＤデータ分割部に列または行のどちらに分割
させるかを決定する決定部と、前記決定部で決定した分割を用いて、前記ＯＳＤデータ分
割部にＯＳＤデータを分割させ、３Ｄフォーマットの画像に、分割したＯＳＤデータを重
畳する重畳部と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　このような表示装置によれば、判別部は、画像信号の３Ｄフォーマットの種類を判別す
る。ＯＳＤデータ分割部は、ＯＳＤデータ記憶部に記憶されているＯＳＤデータを列また
は行に分割する。決定部は、判別部の判別結果に基づいて、ＯＳＤデータ分割部に列また
は行のどちらに分割させるかを決定する。重畳部は、ＯＳＤデータ分割部にＯＳＤデータ
を分割させ、３Ｄフォーマットの画像に、分割したＯＳＤデータを重畳する。これにより
、３Ｄフォーマットの種類に応じて、ＯＳＤデータを列または行に分割して、３Ｄフォー
マットの画像に重畳することができる。
【００１０】
　［適用例２］上記適用例に係る表示装置において、前記判別部は、前記３Ｄフォーマッ
トの種類として、少なくとも、サイドバイサイド方式およびトップアンドボトム方式を判
別可能であり、サイドバイサイド方式である場合は、前記ＯＳＤデータ分割部が分割した
ＯＳＤデータを前記重畳部が重畳した後に、３Ｄフォーマットの画像データを横方向に拡
大し、トップアンドボトム方式である場合は、前記ＯＳＤデータ分割部が分割したＯＳＤ
データを前記重畳部が重畳した後に、３Ｄフォーマットの画像データを縦方向に拡大する
画像拡大部をさらに有することを特徴とする。
【００１１】
　このような表示装置によれば、判別部は、３Ｄフォーマットの種類として、少なくとも
、サイドバイサイド方式およびトップアンドボトム方式を判別可能である。画像拡大部は
、サイドバイサイド方式である場合は、分割したＯＳＤデータを重畳した後に、３Ｄフォ
ーマットの画像データを横方向に拡大し、トップアンドボトム方式である場合は、分割し
たＯＳＤデータを重畳した後に、３Ｄフォーマットの画像データを縦方向に拡大する。こ
れにより、サイドバイサイド方式およびトップアンドボトム方式に対応して、ＯＳＤデー
タを重畳した後に、３Ｄフォーマットの画像データを拡大することができる。
【００１２】
　［適用例３］上記適用例に係る表示装置において、前記決定部は、前記判別部がサイド
バイサイド方式であると判別した場合は、前記ＯＳＤデータ分割部にＯＳＤデータを列方
向に分割させ、前記判別部がトップアンドボトム方式であると判別した場合は、前記ＯＳ
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Ｄデータ分割部にＯＳＤデータを行方向に分割させることを特徴とする。
【００１３】
　このような表示装置によれば、サイドバイサイド方式であると判別した場合は、ＯＳＤ
データを列方向に分割し、トップアンドボトム方式であると判別した場合は、ＯＳＤデー
タを行方向に分割する。これにより、３Ｄフォーマットの画像が拡大される方向に応じて
、ＯＳＤデータの分割方向を変更することができる。
【００１４】
　［適用例４］上記適用例に係る表示装置において、前記ＯＳＤデータ分割部は、ＯＳＤ
データを、奇数列および偶数列、または、奇数行および偶数行に分割することを特徴とす
る。
【００１５】
　このような表示装置によれば、ＯＳＤデータを、奇数列および偶数列、または、奇数行
および偶数行に分割する。これにより、サイドバイサイド方式であれば、奇数列および偶
数列に分割したＯＳＤデータを順次重畳して拡大し、トップアンドボトム方式であれば、
奇数行および偶数行に分割したＯＳＤデータを順次重畳して拡大することが可能になる。
【００１６】
　［適用例５］上記適用例に係る表示装置において、前記判別部が判別した前記３Ｄフォ
ーマットの種類がサイドバイサイド方式である場合、前記重畳部は、前記３Ｄフォーマッ
トの画像データの奇数フレームに奇数列のＯＳＤデータを重畳し、偶数フレームに偶数列
のＯＳＤデータを重畳する、または、前記３Ｄフォーマットの画像データの奇数フレーム
に偶数列のＯＳＤデータを重畳し、偶数フレームに奇数列のＯＳＤデータを重畳すること
を特徴とする。
【００１７】
　このような表示装置によれば、サイドバイサイド方式である場合、重畳部は、３Ｄフォ
ーマットの画像データの奇数フレームに奇数列を重畳し、偶数フレームに偶数列のＯＳＤ
データを重畳する、または、奇数フレームに偶数列を重畳し、偶数フレームに奇数列のＯ
ＳＤデータを重畳する。これにより、画像を拡大して、奇数フレームと偶数フレームとを
交互に表示したときに、奇数列と偶数列のＯＳＤデータが交互に表示され、合成されたＯ
ＳＤ表示として認識可能となる。
【００１８】
　［適用例６］上記適用例に係る表示装置において、前記判別部が判別した前記３Ｄフォ
ーマットの種類がトップアンドボトム方式である場合、前記重畳部は、前記３Ｄフォーマ
ットの画像データの奇数フレームに奇数行のＯＳＤデータを重畳し、偶数フレームに偶数
行のＯＳＤデータを重畳する、または、前記３Ｄフォーマットの画像データの奇数フレー
ムに偶数行のＯＳＤデータを重畳し、偶数フレームに奇数行のＯＳＤデータを重畳するこ
とを特徴とする。
【００１９】
　このような表示装置によれば、トップアンドボトム方式である場合、重畳部は、３Ｄフ
ォーマットの画像データの奇数フレームに奇数行を重畳し、偶数フレームに偶数行のＯＳ
Ｄデータを重畳する、または、奇数フレームに偶数行を重畳し、偶数フレームに奇数行の
ＯＳＤデータを重畳する。これにより、画像を拡大して、奇数フレームと偶数フレームと
を交互に表示したときに、奇数行と偶数行のＯＳＤデータが交互に表示され、合成された
ＯＳＤ表示として認識可能となる。
【００２０】
　［適用例７］上記適用例に係る表示装置において、前記表示装置は、プロジェクターで
あることを特徴とする。
【００２１】
　このような表示装置（プロジェクター）によれば、３Ｄフォーマットの種類に応じて、
ＯＳＤデータを列または行に分割して、３Ｄフォーマットの画像に重畳することができる
。
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【００２２】
　［適用例８］本適用例に係る表示装置の制御方法は、ＯＳＤデータを記憶するＯＳＤデ
ータ記憶部を有する表示装置の制御方法であって、入力される画像信号の３Ｄフォーマッ
トの種類を判別する判別ステップと、前記ＯＳＤデータ記憶部に記憶されているＯＳＤデ
ータを列または行に分割するＯＳＤデータ分割ステップと、前記判別ステップの判別結果
に基づいて、前記ＯＳＤデータ分割ステップに列または行のどちらに分割させるかを決定
する決定ステップと、前記決定ステップによって決定した分割を用いて、前記ＯＳＤデー
タ分割ステップにＯＳＤデータを分割させ、３Ｄフォーマットの画像に、分割したＯＳＤ
データを重畳する重畳ステップと、を備えることを特徴とする。
【００２３】
　このような表示装置の制御方法によれば、３Ｄフォーマットの種類に応じて、ＯＳＤデ
ータを列または行に分割して、３Ｄフォーマットの画像に重畳することができる。
【００２４】
　また、上述した表示装置、および表示装置の制御方法が、表示装置に備えられたコンピ
ューターを用いて構築されている場合には、上記形態および上記適用例は、その機能を実
現するためのプログラム、あるいは当該プログラムを前記コンピューターで読み取り可能
に記録した記録媒体等の態様で構成することも可能である。記録媒体としては、フレキシ
ブルディスクやＨＤＤ（Hard Disk Drive）、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk Read Only Me
mory）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ、
光磁気ディスク、不揮発性メモリーカード、表示装置の内部記憶装置（ＲＡＭ（Random A
ccess Memory）やＲＯＭ（Read Only Memory）等の半導体メモリー）、および外部記憶装
置（ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリー等）等、前記コンピューターが読み取り可
能な種々の媒体を利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】プロジェクターの概略構成を示すブロック図。
【図２】実施形態に係るプロジェクターのＯＳＤ重畳処理のフローチャート。
【図３】プロジェクターのサイドバイサイド処理のフローチャート。
【図４】サイドバイサイド処理におけるＯＳＤ画像データを表す説明図であり、（ａ）は
、元のＯＳＤ画像データの説明図、（ｂ）は、間引きを行ったＯＳＤ画像データの説明図
、（ｃ）は、拡大を行ったＯＳＤ画像データの説明図、（ｄ）は、合成されて視認される
ＯＳＤ画像データの説明図。
【図５】ＯＳＤ画像データとしてのメニュー画像を表す説明図。
【図６】プロジェクターのトップアンドボトム処理のフローチャート。
【図７】トップアンドボトム処理におけるＯＳＤ画像データを表す説明図であり、（ａ）
は、元のＯＳＤ画像データの説明図、（ｂ）は、間引きを行ったＯＳＤ画像データの説明
図、（ｃ）は、拡大を行ったＯＳＤ画像データの説明図、（ｄ）は、合成されて視認され
るＯＳＤ画像データの説明図。
【図８】３Ｄフォーマット画像が入力された際の受信装置の画像処理の説明図であり、（
ａ）は、サイドバイサイド方式の説明図、（ｂ）は、トップアンドボトム方式の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　（実施形態）
  以下、表示装置の実施形態として、ＯＳＤ画像を重畳する３Ｄ（立体）画像を投写可能
なプロジェクターについて説明する。なお、投写された３Ｄ方式の画像を視認するために
は、ユーザーは、専用の３Ｄメガネ（図示せず）を着用する必要がある。
【００２７】
　図１は、プロジェクター１の概略構成を示すブロック図である。
  図１に示すように、プロジェクター１は、画像投写部１０、制御部２０、操作受付部２
１、画像情報入力部３０、画像処理部４０等を備えている。
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【００２８】
　画像投写部１０は、光源としての光源装置１１、光変調装置としての３つの液晶ライト
バルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ、投写光学系としての投写レンズ１３、液晶駆動部１４等
で構成されている。画像投写部１０は、光源装置１１から射出された光を、液晶ライトバ
ルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂで画像光に変調し、この画像光を投写レンズ１３から投写し
て投写面Ｓに画像を表示する。
【００２９】
　光源装置１１は、超高圧水銀ランプやメタルハライドランプ等からなる放電型の光源ラ
ンプ１１ａと、光源ランプ１１ａが放射した光を液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２
Ｂ側に反射するリフレクター１１ｂとを含んで構成されている。光源装置１１から射出さ
れた光は、図示しないインテグレーター光学系によって輝度分布が略均一な光に変換され
、図示しない色分離光学系によって光の３原色である赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ
）の各色光成分に分離された後、それぞれ液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂに入
射する。
【００３０】
　液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂは、一対の透明基板間に液晶が封入された液
晶パネル等によって構成される。液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂは、複数の画
素（図示せず）がマトリクス状に配列された矩形状の画素領域を備えており、液晶に対し
て画素毎に駆動電圧を印加可能になっている。液晶駆動部１４が、入力される画像情報に
応じた駆動電圧を各画素に印加すると、各画素は、画像情報に応じた光透過率に設定され
る。このため、光源装置１１から射出された光は、この液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ
，１２Ｂの画素領域を透過することによって変調され、画像情報に応じた画像光が色光毎
に形成される。形成された各色の画像光は、図示しない色合成光学系によって画素毎に合
成されてカラーの画像光となった後、投写レンズ１３によって拡大投写される。
【００３１】
　制御部２０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）や、各種データ等の一時記憶に用
いられるＲＡＭ（Random Access Memory）、不揮発性のＲＯＭ（Read Only Memory）等を
備えており、ＲＯＭに記憶されている制御プログラムに従ってＣＰＵが動作することによ
りプロジェクター１の動作を統括制御する。
【００３２】
　操作受付部２１は、ユーザーのキー操作を受け付ける操作パネル等であり、ユーザーが
プロジェクター１に対して各種指示を行うための複数の操作キーを備えている。本実施形
態の操作受付部２１が備える操作キーとしては、電源のオン・オフを切り替えるための電
源キー、入力された画像情報を切り替えるための入力切替キー、各種設定用のメニュー画
像を表示させるメニューキー、メニュー画像における項目の選択等に用いられる方向キー
、選択した項目を確定させるための決定キー等がある。
【００３３】
　ユーザーが操作受付部２１の各種操作キーを操作すると、操作受付部２１は、この操作
を受け付けて、操作された操作キーに対応する制御信号を制御部２０に出力する。そして
、制御部２０は、操作受付部２１から制御信号が入力されると、入力された制御信号に基
づく処理を行って、プロジェクター１の動作を制御する。なお、操作受付部２１の代わり
に、あるいは操作受付部２１とともに、遠隔操作が可能なリモコン（図示せず）を入力操
作部として用いた構成としてもよい。この場合、リモコンは、ユーザーの操作内容に応じ
た赤外線等の操作信号を発信し、図示しないリモコン信号受信部がこれを受信して制御部
２０に伝達する。
【００３４】
　画像情報入力部３０は、複数の入力端子を備えており、これらの入力端子には、ビデオ
再生装置やパーソナルコンピューター等、図示しない外部の画像供給装置から各種形式の
画像情報（画像信号）が入力される。制御部２０からの指示に基づき、画像情報入力部３
０は画像情報を選択し、選択した画像情報を画像処理部４０に出力する。
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【００３５】
　画像処理部４０は、画像解析部４１、ＯＳＤ処理部４２、画像拡大部４３、画質調整部
４４、フレームメモリー４５等を有して構成されている。
【００３６】
　画像解析部４１は、画像情報入力部３０から入力される画像情報を解析して、２Ｄフォ
ーマットであるか、３Ｄフォーマットであるサイドバイサイド方式またはトップアンドボ
トム方式であるかを判断する。画像解析部４１が、判別部に相当する。なお、本実施形態
では、簡易化のために、サイドバイサイド方式およびトップアンドボトム方式についての
み判断するが、３Ｄフォーマットの他の方式か否かについての判断を行ってもよい。画像
解析部４１は、入力される画像情報を液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂの各画素
の階調を表す画像情報、即ち各画素に印加する駆動電圧を規定するための画像データに変
換し、フレームメモリー４５に記憶する。このとき、サイドバイサイド方式またはトップ
アンドボトム方式である場合には、画像データを左目用画像データおよび右目用画像デー
タに分離して、フレームメモリー４５に記憶する。
【００３７】
　ＯＳＤ処理部４２は、制御部２０の指示に基づいて、フレームメモリー４５に記憶され
ている入力された画像情報に基づく画像（以降、「入力画像」と呼ぶ。）上に、メニュー
画像やメッセージ画像等のＯＳＤ画像を重畳して表示するための処理を行う。ＯＳＤ処理
部４２は、ＯＳＤメモリー４２ａを備えており、ＯＳＤ画像を形成するための図形やフォ
ント等を表すＯＳＤ画像情報を記憶している。制御部２０が、ＯＳＤ画像の重畳を指示す
ると、ＯＳＤ処理部４２は、必要なＯＳＤ画像情報をＯＳＤメモリー４２ａから読み出し
、ＯＳＤ画像データを生成する。そして、ＯＳＤ処理部４２は、生成したＯＳＤ画像デー
タを、ＯＳＤメモリー４２ａ内の書き換え可能なＯＳＤデータ記憶部（図示せず）に記憶
する。なお、ＯＳＤデータ記憶部は、ＯＳＤメモリー４２ａ内に限定するものではなく、
他の書き換え可能なメモリー領域に設けられてもよい。
【００３８】
　ＯＳＤ処理部４２は、入力画像上の所定の位置に生成したＯＳＤ画像データが重畳され
るように、フレームメモリー４５の画像データにＯＳＤ画像データを合成する。ＯＳＤ画
像データが合成された画像データは、次に画像拡大部４３で処理される。なお、制御部２
０からＯＳＤ画像を重畳する旨の指示がない場合には、ＯＳＤ処理部４２は、フレームメ
モリー４５の画像データに対する処理を行わない。
【００３９】
　ＯＳＤ処理部４２は、入力画像の３Ｄフォーマットがサイドバイサイド方式であれば、
偶数列を間引いた奇数列のみのＯＳＤ奇数列データと、奇数列を間引いた偶数列のみのＯ
ＳＤ偶数列データとを生成する。また、ＯＳＤ処理部４２は、入力画像の３Ｄフォーマッ
トがトップアンドボトム方式であれば、偶数行を間引いた奇数行のみのＯＳＤ奇数行デー
タと、奇数行を間引いた偶数行のみのＯＳＤ偶数行データとを生成する。このＯＳＤ処理
部４２が、ＯＳＤデータ分割部に相当する。
【００４０】
　ＯＳＤ処理部４２は、入力画像上の所定の位置に生成したＯＳＤ画像データが重畳され
るように、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像データに、ＯＳＤ
奇数列データ、ＯＳＤ偶数列データ、ＯＳＤ奇数行データ、またはＯＳＤ偶数行データを
合成する。このＯＳＤ処理部４２が、重畳部に相当する。
【００４１】
　画像拡大部４３は、スケーラーを有して構成される。画像拡大部４３は、スケーラーに
よって、ＯＳＤ処理部４２の処理が完了したフレームメモリー４５の画像データにスケー
リング処理を行い、拡大や縮小、アスペクト比率の変換等を行う。画像拡大部４３は、３
Ｄのフォーマットがサイドバイサイドである場合、左目用画像データおよび右目用画像デ
ータを横方向に２倍に拡大する。３Ｄのフォーマットがトップアンドボトムである場合、
左目用画像データおよび右目用画像データを縦方向に２倍に拡大する。このとき、画像デ
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ータに合成されているＯＳＤ画像データも拡大される。また、本実施形態では、画像拡大
部４３は、フレームレート変換処理等も行う。
【００４２】
　画質調整部４４は、制御部２０の指示に基づいて、画像拡大部４３の処理が完了したフ
レームメモリー４５の画像データに対して、明るさ、コントラスト、シャープネス、色合
い等の画質を調整するための画質調整処理等を行う。そして、画質調整部４４は、フレー
ムメモリー４５の画像データを、液晶駆動部１４に出力する。
【００４３】
　液晶駆動部１４が、画質調整部４４から入力される画像データに従って液晶ライトバル
ブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを駆動すると、光源装置１１から射出された光は、液晶ライト
バルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂによって画像情報に応じた画像光に変調され、この画像光
が投写レンズ１３から投写される。
【００４４】
　次に、３Ｄフォーマットの画像に、プロジェクター１が、ＯＳＤ画像を重畳表示させる
際の処理について、フローチャートを用いて説明する。まず、プロジェクター１が、ＯＳ
Ｄ重畳表示させる場合の全体の処理を説明する。
  図２は、本実施形態に係るプロジェクター１のＯＳＤ重畳処理のフローチャートである
。
【００４５】
　プロジェクター１の画像解析部４１は、入力された画像フレームの画像フォーマットを
解析する（ステップＳ１０１）。画像解析部４１は、サイドバイサイド方式かトップアン
ドボトム方式かを判定し、その結果を制御部２０に通知する（ステップＳ１０２）。なお
、サイドバイサイド方式またはトップアンドボトム方式でない場合には、他のＯＳＤの重
畳処理を行うが、本実施形態では、簡略化のために割愛する。
【００４６】
　サイドバイサイド方式の場合（ステップＳ１０２：サイドバイサイド）、制御部２０は
、サイドバイサイド処理を実行する（ステップＳ１０３）。そして、ステップＳ１０５に
移行する。トップアンドボトム方式の場合（ステップＳ１０２：トップアンドボトム）、
制御部２０は、トップアンドボトム処理を実行する（ステップＳ１０４）。そして、ステ
ップＳ１０５に移行する。このときの制御部２０が、決定部に相当する。
【００４７】
　制御部２０は、ＯＳＤ重畳表示が終了したか否かを判定する（ステップＳ１０５）。Ｏ
ＳＤ重畳表示が終了していなければ（ステップＳ１０５：ＮＯ）、ステップＳ１０１に移
行し、次の画像フレームについて処理を行う。ＯＳＤ重畳表示が終了していれば（ステッ
プＳ１０５：ＹＥＳ）、３Ｄの際のＯＳＤ重畳処理を終了する。
【００４８】
　次に、１画像フレーム毎に行われるサイドバイサイド処理について説明する。
  図３は、プロジェクター１のサイドバイサイド処理のフローチャートである。
【００４９】
　画像解析部４１は、画像データを左目用画像データおよび右目用画像データに分離して
、フレームメモリー４５に記憶する（ステップＳ２０１）。制御部２０は、現在処理して
いる画像フレームが、奇数フレームか偶数フレームかを判定する（ステップＳ２０２）。
奇数フレームである場合（ステップＳ２０２：奇数フレーム）、ＯＳＤ処理部４２は、制
御部２０の指示に基づいて、ＯＳＤ画像データを取得する（ステップＳ２０３）。
【００５０】
　ここで、ＯＳＤ画像データの生成について説明する。制御部２０からＯＳＤ画像を表示
させる指示が出されると、ＯＳＤ処理部４２は、必要なＯＳＤ画像情報をＯＳＤメモリー
４２ａから読み出し、ＯＳＤ画像データを生成する。生成したＯＳＤ画像データは、ＯＳ
Ｄメモリー４２ａ内の書き換え可能なＯＳＤデータ記憶部（図示せず）に記憶する。制御
部２０から、ＯＳＤ画像の更新指示が出されると、ＯＳＤ処理部４２は、ＯＳＤ画像デー



(10) JP 2015-119464 A 2015.6.25

10

20

30

40

50

タを再生成し、再生成したＯＳＤ画像データをＯＳＤデータ記憶部に記憶する。このよう
にＯＳＤデータ記憶部に記憶したＯＳＤ画像データを、ＯＳＤ処理部４２は取得する。つ
まり、ＯＳＤ画像データの生成と取得とは、同じＯＳＤ処理部４２の異なる処理（プログ
ラム）によって実行される。
【００５１】
　ＯＳＤ処理部４２は、生成したＯＳＤ画像データの偶数列を間引いたＯＳＤ奇数列デー
タと、奇数列を間引いたＯＳＤ偶数列データとをさらに生成して、ＯＳＤデータ記憶部に
記憶する（ステップＳ２０４）。なお、ＯＳＤ画像データを奇数列と偶数列に分離するこ
とで、ＯＳＤ奇数列データおよびＯＳＤ偶数列データを生成してもよい。
【００５２】
　ＯＳＤ処理部４２は、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像デー
タに、それぞれＯＳＤ奇数列データを重畳する（ステップＳ２０５）。ここで、ＯＳＤ表
示を３Ｄ（立体）表示させたい場合には、ＯＳＤ奇数列データを重畳する位置を、左目用
画像データと右目用画像データとで、位置をずらす（即ち、視差をつける）ものとする。
【００５３】
　画像拡大部４３は、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像データ
を、それぞれ横方向に拡大する（ステップＳ２０６）。つまり、サイドバイサイド方式の
左目用画像データおよび右目用画像データを、投写する画像の解像度となるように拡大す
る。
【００５４】
　画質調整部４４は、制御部２０の指示に基づいて、フレームメモリー４５内の拡大され
た左目用画像データおよび右目用画像データに対して、画質調整を行う（ステップＳ２０
７）。そして、画質調整部４４は、画質調整された左目用画像データおよび右目用画像デ
ータを、順次、液晶駆動部１４に出力する（ステップＳ２０８）。そして、奇数フレーム
のサイドバイサイド処理を終了（リターン）する。
【００５５】
　偶数フレームである場合（ステップＳ２０２：偶数フレーム）、制御部２０は、ＯＳＤ
処理部４２に指示を出し、ＯＳＤ処理部４２は、フレームメモリー４５の左目用画像デー
タおよび右目用画像データに、奇数フレームの処理の際に生成したＯＳＤ偶数列データを
それぞれ重畳する（ステップＳ２０９）。ここで、ＯＳＤ表示を３Ｄ（立体）表示させた
い場合には、ＯＳＤ偶数列データを重畳する位置を、左目用画像データと右目用画像デー
タとで、位置をずらす（即ち、視差をつける）ものとする。
【００５６】
　画像拡大部４３は、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像データ
を、それぞれ横方向に拡大する（ステップＳ２１０）。つまり、サイドバイサイド方式の
左目用画像データおよび右目用画像データを、投写する画像の解像度に拡大する。
【００５７】
　画質調整部４４は、制御部２０の指示に基づいて、フレームメモリー４５内の拡大され
た左目用画像データおよび右目用画像データに対して、画質調整を行う（ステップＳ２１
１）。そして、画質調整部４４は、画質調整された左目用画像データおよび右目用画像デ
ータを、順次、液晶駆動部１４に出力する（ステップＳ２１２）。そして、偶数フレーム
のサイドバイサイド処理を終了（リターン）する。
【００５８】
　このように、当該サイドバイサイド処理では、奇数フレームの場合に、ＯＳＤ奇数列デ
ータおよびＯＳＤ偶数列データを生成して記憶し、奇数フレームの左目用画像データおよ
び右目用画像データにＯＳＤ奇数列データを重畳する。そして、奇数フレームの左目用画
像データおよび右目用画像データを拡大して順次出力する。また、偶数フレームの場合に
、偶数フレームの左目用画像データおよび右目用画像データに、記憶しておいたＯＳＤ偶
数列データを重畳する。そして、偶数フレームの左目用画像データおよび右目用画像デー
タを拡大して順次出力する。これにより、プロジェクター１は、ＯＳＤ画像が重畳された
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３Ｄ画像を投写表示することができる。
【００５９】
　次に、サイドバイサイド処理において、ＯＳＤ処理部４２によって実行されるＯＳＤ画
像データの変化について図を用いて説明する。
  図４は、サイドバイサイド処理におけるＯＳＤ画像データを表す説明図であり、（ａ）
は、元のＯＳＤ画像データの説明図であり、（ｂ）は、間引きを行ったＯＳＤ画像データ
の説明図であり、（ｃ）は、拡大を行ったＯＳＤ画像データの説明図であり、（ｄ）は、
合成されて視認されるＯＳＤ画像データの説明図である。
【００６０】
　図４（ａ）では、「Ｂ」という１つのＯＳＤ文字で構成される元のＯＳＤ画像データＣ
０を表している。本実施形態では、文字の線の幅を１ドットとしている。図４（ｂ）では
、元のＯＳＤ画像データＣ０の奇数列を間引きして生成した、偶数列のＯＳＤ画像データ
であるＯＳＤ偶数列データＣ１Ｅと、元のＯＳＤ画像データＣ０の偶数列を間引きして生
成した、奇数列のＯＳＤ画像データであるＯＳＤ奇数列データＣ１Ｏとが表されている。
ＯＳＤ処理部４２は、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像データ
に、ＯＳＤ奇数列データＣ１ＯまたはＯＳＤ偶数列データＣ１Ｅを重畳する。
【００６１】
　図４（ｃ）では、左目用画像データおよび右目用画像データを横方向に拡大することに
伴って、横方向に拡大されたＯＳＤ偶数列データＣ２ＥおよびＯＳＤ奇数列データＣ２Ｏ
が表されている。そして、図４（ｄ）では、奇数フレームと偶数フレームが順次投写され
ることで、ＯＳＤ奇数列データＣ２ＯとＯＳＤ偶数列データＣ２Ｅとが合成されて視認さ
れるＯＳＤ合成データＣ３が表されている。ユーザーは、このようなＯＳＤ合成データＣ
３を視認することができる。なお、間引きを行って拡大をしているため、ＯＳＤ合成デー
タＣ３には、元のＯＳＤ画像データＣ０には無いライン（グレーライン）が見える可能性
がある。なお、横方向に拡大する拡大処理は、単純に２倍に拡大する方法に限定するもの
ではなく、様々な補間方法に基づいた拡大処理を行ってもよい。
【００６２】
　本実施形態では、図４に示すように、「Ｂ」という１つのＯＳＤ文字で構成されるＯＳ
Ｄ画像データについてのサイドバイサイド処理について説明したが、実際には、複数の文
字や図形によって、ＯＳＤ画像データが構成される場合が多い。このような場合には、複
数の文字や図形を含むＯＳＤ画像データについて、サイドバイサイド処理を行う。
【００６３】
　図５は、ＯＳＤ画像データとしてのメニュー画像を表す説明図である。
  図５に示すように、メニュー画像Ｍ１は、複数の文字や図形を含むＯＳＤ画像データで
表されている。このようなメニュー画像Ｍ１等のＯＳＤ画像データに対して、上述したサ
イドバイサイド処理や、後述するトップアンドボトム処理が実行される。
【００６４】
　次に、３Ｄフォーマットがトップアンドボトム方式であった場合に、１画像フレーム毎
に行われるトップアンドボトム処理について説明する。
  図６は、プロジェクター１のトップアンドボトム処理のフローチャートである。
【００６５】
　ステップＳ３０１からステップＳ３０３までの処理は、上述したサイドバイサイド処理
のステップＳ２０１からステップＳ２０３までの処理と同様である。よって、説明は省略
する。
【００６６】
　ＯＳＤ処理部４２は、ＯＳＤ画像データの偶数行を間引いたＯＳＤ奇数行データと、奇
数行を間引いたＯＳＤ偶数行データを生成して、ＯＳＤデータ記憶部に記憶する（ステッ
プＳ３０４）。なお、ＯＳＤ画像データを奇数行と偶数行に分離して、ＯＳＤ奇数行デー
タおよびＯＳＤ偶数行データを生成してもよい。
【００６７】
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　ＯＳＤ処理部４２は、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像デー
タに、それぞれＯＳＤ奇数行データを重畳する（ステップＳ３０５）。ここで、ＯＳＤ表
示を３Ｄ（立体）表示させたい場合には、ＯＳＤ奇数行データを重畳する位置を、左目用
画像データと右目用画像データとで、位置をずらす（即ち、視差をつける）ものとする。
【００６８】
　画像拡大部４３は、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像データ
を、それぞれ縦方向に拡大する（ステップＳ３０６）。
【００６９】
　ステップＳ３０７からステップＳ３０８までの処理は、上述したサイドバイサイド処理
のステップＳ２０７からステップＳ２０８までの処理と同様である。よって、説明は省略
する。
【００７０】
　偶数フレームである場合（ステップＳ３０２：偶数フレーム）、制御部２０は、ＯＳＤ
処理部４２に指示を出し、ＯＳＤ処理部４２は、フレームメモリー４５の左目用画像デー
タおよび右目用画像データに、奇数フレームの際に生成したＯＳＤ偶数行データをそれぞ
れ重畳する（ステップＳ３０９）。ここで、ＯＳＤ表示を３Ｄ（立体）表示させたい場合
には、ＯＳＤ偶数行データを重畳する位置を、左目用画像データと右目用画像データとで
、位置をずらす（即ち、視差をつける）ものとする。
【００７１】
　画像拡大部４３は、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像データ
を、それぞれ縦方向に拡大する（ステップＳ３１０）。
【００７２】
　ステップＳ３１１からステップＳ３１２までの処理は、上述したサイドバイサイド処理
のステップＳ２１１からステップＳ２１２までの処理と同様である。よって、説明は省略
する。
【００７３】
　このように、当該トップアンドボトム処理では、奇数フレームの場合に、ＯＳＤ奇数行
データおよびＯＳＤ偶数行データを生成して記憶し、奇数フレームの左目用画像データお
よび右目用画像データにＯＳＤ奇数行データを重畳する。そして、奇数フレームの左目用
画像データおよび右目用画像データを拡大して順次出力する。また、偶数フレームの場合
に、偶数フレームの左目用画像データおよび右目用画像データに、記憶しておいたＯＳＤ
偶数行データを重畳する。そして、偶数フレームの左目用画像データおよび右目用画像デ
ータを拡大して順次出力する。これにより、プロジェクター１は、ＯＳＤ画像が重畳され
た３Ｄ画像を投写表示することができる。
【００７４】
　次に、トップアンドボトム処理において、ＯＳＤ処理部４２によって実行されるＯＳＤ
画像データの変化について図を用いて説明する。
  図７は、トップアンドボトム処理におけるＯＳＤ画像データを表す説明図であり、（ａ
）は、元のＯＳＤ画像データの説明図であり、（ｂ）は、間引きを行ったＯＳＤ画像デー
タの説明図であり、（ｃ）は、拡大を行ったＯＳＤ画像データの説明図であり、（ｄ）は
、合成されて視認されるＯＳＤ画像データの説明図である。
【００７５】
　図７（ａ）では、「Ｂ」という１つのＯＳＤ文字で構成される元のＯＳＤ画像データＤ
０を表している。本実施形態では、文字の線の幅を１ドットとしている。図７（ｂ）では
、元のＯＳＤ画像データＤ０の奇数行を間引きして生成した、偶数行のＯＳＤ画像データ
であるＯＳＤ偶数行データＤ１Ｅと、元のＯＳＤ画像データＤ０の偶数行を間引きして生
成した、奇数行のＯＳＤ画像データであるＯＳＤ奇数行データＤ１Ｏとが表されている。
ＯＳＤ処理部４２は、フレームメモリー４５の左目用画像データおよび右目用画像データ
に、ＯＳＤ奇数行データＤ１ＯまたはＯＳＤ偶数行データＤ１Ｅを重畳する。
【００７６】
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　図７（ｃ）では、左目用画像データおよび右目用画像データを縦方向に拡大することに
伴って、縦方向に拡大されたＯＳＤ偶数行データＤ２ＥおよびＯＳＤ奇数行データＤ２Ｏ
が表されている。そして、図７（ｄ）では、奇数フレームと偶数フレームが順次投写され
ることで、ＯＳＤ奇数行データＤ２ＯとＯＳＤ偶数行データＤ２Ｅとが合成されて視認さ
れるＯＳＤ合成データＤ３が表されている。ユーザーは、このようなＯＳＤ合成データＤ
３を視認することができる。なお、間引きを行って拡大をしているため、ＯＳＤ合成デー
タＤ３には、元のＯＳＤ画像データＤ０には無いライン（グレーライン）が見える可能性
がある。なお、縦方向に拡大する拡大処理は、単純に２倍に拡大する方法に限定するもの
ではなく、様々な補間方法に基づいた拡大処理を行ってもよい。
【００７７】
　上述した実施形態によれば、以下の効果が得られる。
  （１）プロジェクター１は、画像信号の３Ｄフォーマットの種類を判別する。ＯＳＤ処
理部４２は、ＯＳＤ画像データを生成する。３Ｄフォーマットがサイドバイサイド方式の
場合、ＯＳＤ処理部４２は、ＯＳＤ画像データの偶数列を間引いたＯＳＤ奇数列データと
、ＯＳＤ画像データの奇数列を間引いたＯＳＤ偶数列データとを生成する。ＯＳＤ処理部
４２は、奇数フレームにおいて、サイドバイサイド方式の左目用画像データおよび右目用
画像データに、ＯＳＤ奇数列データを重畳する。そして、左目用画像データおよび右目用
画像データを横方向に拡大して、順次、液晶駆動部１４に出力する。さらに、ＯＳＤ処理
部４２は、偶数フレームにおいて、サイドバイサイド方式の左目用画像データおよび右目
用画像データに、ＯＳＤ偶数列データを重畳する。そして、左目用画像データおよび右目
用画像データを横方向に拡大して、順次、液晶駆動部１４に出力する。これにより、サイ
ドバイサイド方式において、奇数フレームには、ＯＳＤ奇数列データが重畳され、偶数フ
レームには、ＯＬＤ偶数列データが重畳されて投写されるため、視聴者は、ＯＳＤ画像デ
ータが合成されて略元のサイズと形状となったＯＳＤ画像を視認することが可能となる。
つまり、画像データが横方向に拡大されることで、ＯＳＤも横方向に拡大されて横長に投
写されてしまう事態を回避可能であり、良好なアスペクト比のＯＳＤ表示を視認できるた
め、有益である。
【００７８】
　（２）プロジェクター１のＯＳＤ処理部４２は、３Ｄフォーマットがサイドバイサイド
方式の場合、奇数フレームの処理の際に、ＯＳＤ画像データの偶数列を間引いたＯＳＤ奇
数列データと、ＯＳＤ画像データの奇数列を間引いたＯＳＤ偶数列データとを生成し、記
憶しておく。このとき、ＯＳＤ画像データの奇数列と偶数列を分離することによって、Ｏ
ＳＤ奇数列データおよびＯＳＤ偶数列データを生成する。これにより、偶数フレームの処
理の際には、ＯＳＤ偶数列データを生成する必要がないため、処理の簡易化および高速化
をすることができる。
【００７９】
　（３）プロジェクター１は、３Ｄフォーマットがトップアンドボトム方式の場合、ＯＳ
Ｄ処理部４２は、ＯＳＤ画像データの偶数行を間引いたＯＳＤ奇数行データと、ＯＳＤ画
像データの奇数行を間引いたＯＳＤ偶数行データとを生成する。ＯＳＤ処理部４２は、奇
数フレームにおいて、トップアンドボトム方式の左目用画像データおよび右目用画像デー
タに、ＯＳＤ奇数行データを重畳する。そして、左目用画像データおよび右目用画像デー
タを縦方向に拡大して、順次、液晶駆動部１４に出力する。さらに、ＯＳＤ処理部４２は
、偶数フレームにおいて、トップアンドボトム方式の左目用画像データおよび右目用画像
データに、ＯＳＤ偶数行データを重畳する。そして、左目用画像データおよび右目用画像
データを縦方向に拡大して、順次、液晶駆動部１４に出力する。これにより、トップアン
ドボトム方式において、奇数フレームには、ＯＳＤ奇数行データが重畳され、偶数フレー
ムには、ＯＳＤ偶数行データが重畳されて投写されるため、視聴者は、ＯＳＤ画像データ
が合成されて略元のサイズと形状となったＯＳＤ画像を視認することが可能となる。つま
り、画像データが縦方向に拡大されることで、ＯＳＤも縦方向に拡大されて縦長に投写さ
れてしまう事態を回避可能であり、良好なアスペクト比のＯＳＤ表示を視認できるため、
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有益である。
【００８０】
　（４）プロジェクター１のＯＳＤ処理部４２は、３Ｄフォーマットがトップアンドボト
ム方式の場合、奇数フレームの処理の際に、ＯＳＤ画像データの偶数行を間引いたＯＳＤ
奇数行データと、ＯＳＤ画像データの奇数行を間引いたＯＳＤ偶数行データとを生成し、
記憶しておく。このとき、ＯＳＤ画像データの奇数行と偶数行を分離することによって、
ＯＳＤ奇数行データおよびＯＳＤ偶数行データを生成する。これにより、偶数フレームの
処理の際には、ＯＳＤ偶数行データを生成する必要がないため、処理の簡易化および高速
化をすることができる。
【００８１】
　（５）プロジェクター１のＯＳＤ処理部４２は、ＯＳＤメモリー４２ａに、２Ｄフォー
マット用のＯＳＤ画像情報を備えていれば、ＯＳＤの画像処理によって、横方向１／２や
縦方向１／２のＯＳＤ画像データを生成することができる。つまり、２Ｄフォーマット用
に加えて、３Ｄフォーマット（サイドバイサイド方式やトップアンドボトム方式）のため
の横方向１／２や縦方向１／２のＯＳＤ画像情報を予め備えておく必要がないため、メモ
リー容量の増大を回避することができる。
【００８２】
　なお、上述した実施形態に限定されず、種々の変更や改良等を加えて実施することが可
能である。変形例を以下に述べる。
【００８３】
　（変形例１）上記実施形態では、サイドバイサイド処理において、奇数フレームの処理
の際に、ＯＳＤ奇数列データとＯＳＤ偶数列データを生成して記憶しておくものとしたが
、ＯＳＤ偶数列データの生成は、偶数フレームの処理の際に行ってもよい。
【００８４】
　（変形例２）上記実施形態では、トップアンドボトム処理において、奇数フレームの処
理の際に、ＯＳＤ奇数行データとＯＳＤ偶数行データを生成して記憶しておくものとした
が、ＯＳＤ偶数行データの生成は、偶数フレームの処理の際に行ってもよい。
【００８５】
　（変形例３）上記実施形態では、サイドバイサイド処理において、奇数フレームの処理
の際に、左目用画像データと右目用画像データとにＯＳＤ奇数列データを重畳するものと
したが、ＯＳＤ偶数列データを重畳してもよい。この場合は、偶数フレームの処理の際に
、左目用画像データと右目用画像データとにＯＳＤ奇数列データを重畳する。
【００８６】
　（変形例４）上記実施形態では、トップアンドボトム処理において、奇数フレームの処
理の際に、左目用画像データと右目用画像データとにＯＳＤ奇数行データを重畳するもの
としたが、ＯＳＤ偶数行データを重畳してもよい。この場合は、偶数フレームの処理の際
に、左目用画像データと右目用画像データとにＯＳＤ奇数行データを重畳する。
【００８７】
　（変形例５）上記実施形態では、光源装置１１は、放電型の光源ランプ１１ａを有して
構成されているが、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）光源やレーザー等の固体光源や、そ
の他の光源を用いることもできる。
【００８８】
　（変形例６）上記実施形態では、プロジェクター１は、光変調装置として、透過型の液
晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを用いているが、反射型の液晶ライトバルブ等、
反射型の光変調装置を用いることも可能である。また、入射した光の射出方向を、画素と
してのマイクロミラー毎に制御することにより、光源から射出した光を変調する微小ミラ
ーアレイデバイス等を光変調装置として用いることもできる。
【００８９】
　（変形例７）上記実施形態では、プロジェクター１を例にして説明しているが、表示装
置は、プロジェクターに限定するものではない。例えば、透過型のスクリーンを一体的に
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備えたリアプロジェクター、液晶ディスプレイ、プラズマディスプレイ、有機ＥＬ（Elec
tro Luminescence）ディスプレイ、ＣＲＴ（陰極線管）ディスプレイ、ヘッドマウントデ
ィスプレイ等のディスプレイ装置、またはテレビ受像機等の自発光型の表示装置等に適用
することも可能である。
【符号の説明】
【００９０】
　１…プロジェクター、１０…画像投写部、１１…光源装置、１１ａ…光源ランプ、１１
ｂ…リフレクター、１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ…液晶ライトバルブ、１３…投写レンズ、１
４…液晶駆動部、２０…制御部、２１…操作受付部、３０…画像情報入力部、４０…画像
処理部、４１…画像解析部、４２…ＯＳＤ処理部、４２ａ…ＯＳＤメモリー、４３…画像
拡大部、４４…画質調整部、４５…フレームメモリー、Ｓ…投写面。

【図１】 【図２】
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